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市⺠プラザ塾「東久留⽶の歴史を学ぶ」が開校！

６⽉17⽇、市⺠プラザ塾「東久留⽶の歴史

を学ぶ」がスタ－トしました。

全4回シリ－ズで東久留⽶に⼈類が住み始

めた3万年前から今⽇までの歴史を約6時間

で時に詳細に⼀気に駆け巡るコ－スです。

講師は⽣涯学習課学芸員・⼭崎丈先⽣で

す。

先⽣の講座を聞かれた⼈は多いと思います

が、通常は1.5時間のコ－ス。

このような本格的な講座は初めてで、24名

の受講⽣の期待は⾼まります。

第1回⽬は「湧⽔と川」です。

武蔵野台地は古多摩川に富⼠⼭の

噴⽕による関東ロ－ム層が堆積して

できた扇状地です。（この⽣成が約

7万年前）

標⾼１８０メ－トルの⻘梅市から

標⾼２０メ－トルの上野公園⻄郷

さんの銅像あたりまで下っています。

その途中に東久留⽶があり標⾼は５

０メ－トルです。

この５０メ－トルが「湧⽔ライン」と呼

ばれ、⻘梅市から東久留⽶までの古

多摩川の急流が、ここで突然ユッタリ

とした流れに変わります。

ここで地上にほとばしり出るのが「湧

⽔」というわけです。 

東久留⽶に湧⽔が多いのはこのため

ですし、東久留⽶の湧⽔の特徴は、

特定ポイントからだけではなくいたると

ころから湧き出ていることです。

それら湧⽔は、出⽔川・⿊⽬川・揚

柳川・弁天川・落合川・⽴野川とな

り⿊⽬川⽔系を形作っています。 

このように東久留⽶市は湧⽔の真上

にある町なのです。

湧⽔のまちであることが歴史上⼆つの

ことに関係しているそうです。

⼀つは特に縄⽂時代（１万年前）

には集落の発展で多くの⼈が住んで

いたことが 遺跡の存在でわかっていま

すが、この集落の存在に湧⽔が⽋か

せませんでした。

つまり⾷⽤に適さないデンプンから⾷

べられるデンプン（アルファ－デンプ

ン）に変えるには、渋みを取るための

湧⽔が必要であったのです。 

⼆つ⽬は、湧⽔は⽔温が１8度程

度と低く、稲作には適さなかったため、

東久留⽶では稲作がほとんど⾏われ

なかったことです。

明治２２年２つの新⽥を含む10の

村落が⼀つの村に統合され名前を

付けるとき、それぞれ⾃慢の 

歴史などをもつ各村落は「おれがむら

こそ」と主張しあったそうです。

そこである知恵者が「共通する何か」

を考えた末に「川」を思いついたそうで

す。

江⼾時代には「久留⽬川-読みはく

るめがわ」とされていたのですが、明治

時代に「久留⽶」に。

当時、「⽶」は国⼒の基盤、富の象

徴！つまり「⽶」は当時の久留⽶の

⼈々にとっては 

「あこがれ」であったはずです。これが

先⽣の意⾒です。 

湧⽔は現在のまちの⼤切な財産であ

るだけでなく、東久留⽶の「歴史その

ものである」・・・

今回の講座の締めくくりでした。

（写真掲載に関しては関係者の了

解を得ています）
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